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席
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事
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ネ

子

正弘

昭
和
五
十
三
年
六
月
二
十
七
日
午
前
十
時
馳
議

「
詩
集
第
三
十
一
日
巧
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員

K
係
る
報
酬
及

一

び

費

用

弁

償

K
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

一

正
す
る
条
例
の
飲
定
忙
つ
い
て

日
程
第
一
人
議
案
第
三
十
二
号
館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び

一

旅

費

K
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
ゐ

一

条

例

の

伽

定

κつ
い
て

，r

議
集
第
三
十
三
号
館
山
市
教
育
長
の
詩
給
与
及
び
勤
務
条
件

等

K
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
市
立
幼
稚
国
保
育
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
学
校
安
全
共
済
掛
金
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
勧
{
廷
に
つ
い
て

館
山
市
青
年
約
の
設
憧
及
び
僚
理
に
偽
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
紙
定

に
つ
い
て

¥
議
案
繁
三
十
四
号

議
集
第
三
十
五
口
方

議
案
第
三
十
六
号

議
案
第
三
十
七
号

，
議
案
第
三
十
八
号

日
程
第
三

議
案
第
三
十
九
号

昭
和
五
十
三
年
六
月
二
十
七
日
(
火
曜
日
)
午
前
十
時

館
山
市
役
所
議
場

出
席
議
員
二
十
八
名

一

番

吉

田

勇

治

郎

三

番

宍

寿

夫

五

番

祭

平

治

七

番

本

九

番

鈴

原

一

石

井

輝

安

西

益

男

渡

辺

憲

治

郎

和

一

敏多

日
程
第
四

請
願
第

館
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
市
国
民
健
康
俣
散
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

公
有
水
面
埋
立
免
許

K
関
す
る
答
申
に
つ

い
て

口
干
ワ

誇日
願中
警平

和
友

、女子
条
約
締
結
仮
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関
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日
程
第
五

日
程
第
六

議
案
第
四
十
号

議
祭
第
四
十
一
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

K
つ
い
て

附
和
五
十
三
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
〈
第
一
号
)

開

議

午
前
十
時
三
分
開
議

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
本
自
の
出
席
議
員
数
二
十
八
名
、
と
れ
よ
り
第

二
田
市
議
会
定
例
会
第
四
日
の
会
議
を
開
会
し
、
直
ち
に
本
日
の
会
議
を
聞

き
ま
す
。

出

席

説

明

員

の

報

告

O
議
長
(
士
ロ
回
弟
治
郎
君
)

ζ

の
際
、
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
議
案
審
議
の
た
め
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る

出
席
要
求

K
対
し
、
鈴
木
選
挙
管
理
委
長
会
萎
員
長
、
渡
辺
選
挙
管
理
委
員

会
書
記
長
が
出
席
す
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
御
了
承
願
い
ま
す
。

議

案

配

付

の

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
議
集
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
。

議
案
の
配
付
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
o
i
l
-
配
付
漏
れ
左
し
と
認
め
ま
す
。

本
日
の
議
事
は
な
手
元

K
配
付
の
日
程
表

K
よ
り
行
い
ま
す
。

5義

E
民

の

報

止に
Eコ

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
と
の
際
、
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
の
審
査

K
除
し
、
資
料
要
求
を
い

た
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
各
位
に
も
関
係
が
多
り
ま
す
の
で
、
会
手
一
冗
に
配
付
し
て
ど
ざ
い
ま

す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

議

案

上

程

の

。
議
長
会
ロ
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
一
、
議
案
第
三
十
一
口
方
な
い
し
議
案
第

三
十
三
号
の
各
議
笑
を
一
揖
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
集
第
三
十
一
号
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員

K
係
る
報
酬
及
び
貸
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
恥
定

議
笑
第
三
一
十
二
号

に
つ
い
て

館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

議
案
第
三
十
三
号

館
山
市
教
育
長
の
諸
給
与
及
び
勤
務
条
件
等
に
関
す

る
条
例
の
一
都
を
改
正
す
る
条
桝
の
制
定

K
つ
い
て

-3-

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告

O
議
長
会
口
問
勇
治
郎
君
)
た
だ
い
ま
話
題
と
な
り
を
し
た
各
議
案
は
、
去

る
六
月
二
十
二
日
の
本
会
議

K
拾
い
て
総
務
委
員
会

K
付
託
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
と
れ
よ
り
各
議
案
代
対
す
る
総
務
委
員
会

k
h
v
け
る
審
査
の
絞

過
並
び
に
結
果

K
っ
き
芸
員
長
の
報
告
を
不
め
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
柴
田
郎
一
雄
君
御
登
壇
願
い
ま
す
。

(
総
務
委
員
会
委
員
長
一衆
涼
一

・雄
君
登
場
)
(
拍
手
)

O
総
務
委
員
会
委
員
長
(
栗
原
一
雄
君
)
去
る
六
月
二
十
二
日
の
本
会
話
に

hu
い
て
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
三
件
に
つ
い
て
、
翌
二
十
三

日
委
員
会
を
招
集
し
、
各
議
笑
の
内
容
審
査
を
行
い
ま
し
た
。



そ
の
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
・
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
、
議
笑
の
審
査
結
果

K
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
議
案
第
三

十
一
号
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
負

K
係
る
報
蹴
及
び
費
用
弁
償

K
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
詩
集
第
三
十
二
号
館
山
市

長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び
旅
資

K
関
す
る
条
例
の
一
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
伽
定

K
つ
い
て
、
議
案
第
三
十
三
号
館
山
市
教
育
長
の
諸
給
与
及
び

勤
務
条
件
等
に
闘
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

以
上
の
三
一議
粂
に
つ
い
て
慎
重
左
審
査
の
結
果
、
全
員
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

ー
ー
か
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

各
議
笑
と
も
特
別
職
の
給
与
、
報
酬
の
改
定
議
案
で
あ
り
、
関
連
い
た
し

て
が
h
，
ま
す
の
で
、
一
括
し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
陶
の
給
与
、
報
酬
の
改
定
は
、
市
長
等
常
勤
特
別
職
に
つ
き
ま
し
で
は

一
般
批
判
員
で
す
で
に
実
質
支
給
額
が
収
入
役
を
上
回
わ
る
も
の
が
出
て
会
り

議
会
の
議
員
報
酬

K
つ
い
て
は
県
下
各
市
の
最
低
に
あ
る
と
と
も
仏
ど
諾
紋
の

事
情
等
を
動
集
し
て
改
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
て
b
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
委
員
会
に
か
き
ま
し
て
は
、
き
ら
に
詳
細

K
県
下
各

市
の
資
料
を
も
と
に
訟
明
を
求
め
ま
し
た
。

特
K
、
審
査
の
経
過

k
b
き
ま
し
て
は
穏
々
論
議
が
か
わ
さ
れ
、
特
別
職
の

給
与
、
報
酬
の
敏
に
つ
い
て
は
原
則
的
な
基
準
が
な
〈
、
他
市
と
の
状
況
、

財
政
状
況
、
財
政
構
造
等
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
代
議
員
の
報

酬
改
定
に
つ
い
て
は
議
決
核
開
問
の
議
員
と
し
て
の
験
資
及
び
議
員
活
動
の
笑

態
を
市
民
に
理
解
で
き
る
よ
う
岡
山
知
を
図
り
、
ま
た
改
定

K
当
た
っ
て
は
一

般
職
の
人
事
院
勧
告
等

K
合
わ
せ
見
直
し
て
い
く
考
え
方
を
検
討
さ
れ
る
よ

う
要
望
一
が
左
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
強
い
要
望
諸
点
に
つ
い
て
は
、
質
疑
の
中
で
市
当
局
よ
り
今
後
の

行
政
執
行

K
当
た
り
十
分
考
慮
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
ま
し
た
。

以
上
、
奪
三
の
概
要
を
御
報
告

4

申
し
上
げ
、
満
場
の
御
賛
同
を
た
言
わ
り

ま
す
よ
う
が
め
い
い
た
し
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

。
議
長
(
古
口
回
勇
治
郎
君
)
以
上
で
、
委
員
長
の
報
告
含
終
り
ま
す
。

ル
た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告

K
つ
い
て
御
質
疑
を
願
い
ま
す
。

御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

t
i
l
-
御
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。

以
上
で
、
質
疑
を
終
り
ま
す
。

言サ

論

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
と
れ
よ
り
討
論

K
入
り
ま
す
。

通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
順
次
発
言
を
許
し
ま
す
。

一
八
番
渡
辺
箪
治
郎
君
登
壇
願
い
ま
す
。

(
一
八
喬
議
員
渡
辺
憲
治
郎
君
登
壇
)

。
一
八
番
(
渡
辺
箪
治
郎
君
〉
私
は
、
議
案
第
三
十
一
考
非
常
動
の
特
別
職

の
職
員

K
係
る
報
酪
及
び
費
用
弁
償

K
闘
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

K
つ
い
て
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
す
。

と
の
条
例
の
改
正
は
議
長
一
、
副
議
長
、
議
員
の
報
開
閉
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し

よ
う
と
す
る
也
の
で
す
が
、
議
員
は
月
額
十
六
万
円
を
二
十
万
円

K
、
副
議

長
は
十
七
万
五
千
円
を
二
十
二
万
円

K
、
議
長
は
二
十
万
円
を
二
十
五
万
円

K
す
る
も
の
で
、
上
昇
率
は
二
五
係
、
一
般
職
員
の
給
料
の
上
昇
率
六
係
内

外
と
比
較
し
て
と
れ
は
大
幅
念
増
額
に
左
づ
て
い
ま
す
。

市
長
は
、
提
案
説
明
で
県
下
他
市
と
の
状
況
を
勘
案
し
て
改
正
し
た
と
き

っ
て
い
ま
す
が
、
他
市
町
札
一
は
他
市
の
条
件
が
あ
り
、
館
山
市

K
は
+
巾
独
自
の

立
場
が
ら
り
設
す
。
し
た
が
っ
て
、
市
長
の
一
言
う
改
正
の
根
拠
は
あ
り
ま
せ

ん。
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参
考
に
他
市
と
比
較
し
た
場
合
、
改
正
後
の
報
酬
は
県
下
及
び
全
国
平
均

を
相
当
上
回
わ
る
も
の
と
-
な
り
ま
す
。
と
の
よ
う
な
条
件
が
館
山
市

K
あ
る

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

市
長
は
、
財
政
事
情

K
つ
い
て
十
分
と
一
言
え
左
い
が
、
好
転
し
て
い
る
念

ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
借
入
金
の
増
大
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
等
財
政

事
情
が
好
転
し
て
い
る
と
い
う
指
標
は
ど
と
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
依
然
と
し

て
長
引
く
不
況
、
イ
ン
フ
レ
円
高
と
い
う
厳
し
い
情
勢
は
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
左
中
で
、
市
長
は
五
十
一
年
度
か
ら
五
十
二
年
度
陀
わ
た
り
、

応
分
の
負
担
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
使
用
料
、
手
数
料
等
公
共
料
金
の
一
億
よ

げ
で
市
民
生
活
を
圧
迫
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
行
政
面
で
も
各
謀
の
整
理
統

合
、
人
減
ら
し
合
理
化
で
人
件
貨
の
臥
放
を
貫
い
て
き
、
ま
し
た
。

五
十
三
年
度
は
、
従
来
の
方
針
と
は
逆
に
部
長
制
の
導
入
、
管
理
職
手
当

の
引
き
上
げ
、
特
一
等
級
の
新
設
な
ど
人
件
費
の
増
大
を
図
り
、
今
回
は
議

員
報
酬
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
提
条
す
る
左
ど
全
〈
市
民
に
背
を
向
け
た
反

動
的
の
も
の
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
ぜ
ん
。

市
長
は
、
報
酬
審
議
会
の
答
申
を
得
た
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
審
議
会
は

か
く
れ
み
の
で
、

h
v

手
盛
り
だ
と
い
う
市
民
の
批
判

K
対
し
て
説
得
力
含
持

た
念
い
・
も
の
で
あ
り
を
す
。

今
回
の
常
勤
、
非
常
勤
特
別
職
の
給
与
の
引
き
上
げ
分
合
計
は
年
間
千
六

百
五
十
万
円
の
財
源
を
必
要
と
し
ま
す
。

ζ

の
よ
う
な
財
源
が
あ
る
な
ら
市

民
の
要
望

K
と
た
え
有
効
に
俊
う
よ
う
主
張
す
る
の
が
議
員
の
責
務
で
は
左

い
で
し
ょ
う
か
。

議
員
の
一
部
か
ら
議
員
定
数
を
滅
ら
す
と
い
う
意
見
が
と
の
時
期
に
出
て

き
た
と
と
は
、
大
幅
な
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
に
対
す
る
市
民
の
批
判
を
そ

ら
そ
う
と
し
た
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

ぜ』ノ

市
民
感
情
を
無
視
し
た
こ
の
よ
う
な
報
酬
の
引
き
上
げ

K
賛
成
す
る
と
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
議
案
第
三
十
一
号
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
合

す。

(
「
異
議
が
あ
る
左
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

異
議
は
あ
り
、
ま
せ
ん
。
異
議
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
と
れ
は
、

(
「
壇
上
で
私
語
念
ん
て
、
と
ん
で
も
念
い
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

次
に
、
議
案
第
三
十
二
号
線
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
勧
定

K
つ
い
て
反
対
討
論
を
行

い
ま
す
。

と
の
条
例
の
改
正
は
、
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
市
長
は
月
額
四
十
六
万
円
を
五
十
二
万
円
に
、
助

役
は
三
十
八
万
円
を
四
十
三
一
万
円
に
、
収
入
役
は
三
十
六
万
円
を
四
十
一
万

円

K
、
上
昇
率
一
三
係
の
増
額

K-な
り
ま
す
。

市
長
は
、
提
案
理
由
の
一
説
明
で
、
一
般
職
の
給
与
改
定
で
不
均
衡
が
生
じ

た
た
め
、
改
定
が
必
要
と
在
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
職
の
給
料
の

最
高
は
特
一
等
級
の
二
十
号
で
一
一
一
十
六
万
六
千
九
百
円
で
あ
り
ま
す
。
館
山

市
と
同
規
模
の
二
百
十
一
市
の
平
均
給
料
は
市
長
四
十
七
万
八
千
円
、
助
役

三
十
九
万
七
千
円
、
収
入
役
三
十
五
万
八
千
円
で
、
増
額
後
の
給
料
は
全
国

平
均
を
相
当
上
回
わ
る
額
に
な
り
ま
す
。

館
山
市
の
財
政
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
特
別
職
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
一
般
職

よ
り
大
幅

K
増
額
し
J

な
け
れ
ば
を
ら
な
い
根
拠
は
る
り
ま
せ
ん
。
報
酬
審
議

会
の
承
認
を
待
た
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

h
v
J

キ
盛
り
と
い
う
批
判
は
免
れ
ま

せ
ん
。
議
員
報
酬
の
引
告
一
上
げ

K
反
対
し
た
同
じ
趣
旨

K
慕
，
つ
い
て
議
案
第

三
十
二
号

K
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次

κ、
誌
案
第
三
十
三
号
館
山
市
教
育
長
の
諸
給
与
及
び
動
務
条
件
等

K
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関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
反
対
の
討
論
を
行

い
ま
す
。

と
の
条
例
改
正
は
、
教
育
長
の
給
与
を
月
額
三
十
六
万
円
か
ら
四
十
万
円

に
増
額
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
市
長
の
提
案
設
釈
明
、
段
、
従
来
教
育
長

の
給
与
は
市
長
等
三
役
に
準
じ
て
改
定
し
て
き
た
の
で
、
収
入
役
と
同
額
程

度
に
し
た
い
と
い
う
と
と
で
格
別
の
理
由
は
あ
戸
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

市
長
等
三
役
の
給
与
の
引
き
上
げ
に
反
対
し
た
と
同
様
の
趣
旨
、
ま
た
議
員

報
酬
の
引
き
上
げ
に
反
対
し
た
趣
旨
と
同
様
、
時
宜
合
得
た
も
の
と
し
て
認

め
る
わ
け

K
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
議
案
第
三
十
三
号
に
反
対
す
る

も
の
で
る
h'
ま
す
。

。
議
長
(
士
口
問
勇
治
郎
君
)
以
上
で
、
通
告
者
に
よ
る
討
論
は
終
り
ま
し
た

が
、
通
告
し
を
い
方
で
討
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
o
l
-
-
討
論
左
し
と
叡
め

ま
す
。
討
論
を
終
り
ま
す
。

f果

決;

と
れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。
採
決
は
起
立

K

。
議
長
(
士
ロ
田
勇
治
郎
君
)

よ
り
一
括
し
て
行
い
ま
す
。

議
案
第
三
十
一
号
念
い
し
診
集
第
三
十
三
号
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
転
告

は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。

各
議
案
を
委
員
長
の
報
告
ど
が
り
可
決
す
る
こ
と
陀
賛
成
の
話
君
の
起
立

を
求
め
ま
す
。(

努
成
者
起
立
V

。
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
案
第
一
一
一

十
一
号
左
い
し
議
案
第
三
十
三
号
の
各
議
案
は
い
ず
れ
も
風
祭
の
と
会
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

上

の

程

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
二
議
集
第
三
十
四
号
念
い
し
議
案
第

一
一
一
十
八
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
三
十
四
号
館
山
市
立
幼
稚
間
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
市
学
校
安
全
共
済
掛
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
市
青
年
館
の
設
資
及
び
管
理

K
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
低
定
に
つ
い
て

鉱
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
田
民
駐
車
駅
保
険
晶
状
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
三
十
五
号

議
集
第
三
十
六
号

議
案
第
三
十
七
号

議
案
第
三
十
八
号

文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
報
告

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
念
り
ま
し
た
各
議
案
は
、
去

る
六
月
二
十
二
日

C
本
会
議

k
b
い
て
文
教
民
生
委
員
会

K
付
託
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

ζ

れ
よ
り
各
議
案

K
対
す
る
文
教
民
生
委
員
会

k
b
げ
る
審
査

の
経
過
並
び

K
結
果

K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
む

文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
近
藤
好
雄
君
御
登
墳
願
い
ま
す
。

(
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
近
藤
好
雄
君
登
壇
)
〈
拍
手
)

O
文
教
民
生
要
員
会
委
員
長
(
近
藤
好
雄
君
)
去
る
六
月
二
十
二
日
の
本
会

議
に
か
い
て
文
教
民
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
第
三
十
四
口
一
勺
老
い

よ
っ
て
、

一色一



し
議
案
第
三
十
八
号
の
五
議
案
に
つ
き
き
し
て
、
六
月
二
十
三
日
午
後
一
時

委
長
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
て
各
案
件
に
つ
い
て
慎
重
審
議
い
た
し
変
し
た

が
、
そ
の
結
果
並
び
に
経
過

K
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
審
査
の
結
果

K
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
議
案
第
三
十
四
号

館
山
市
立
幼
稚
間
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ

い
て
、
議
案
第
三
十
五
号
館
山
市
学
校
安
全
共
済
掛
金
徴
収
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
、
議
案
第
三
十
六
号
館
山
市
青
年
館
の
設

置
及
び
管
理

K
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
K
つ
い
て
、
議
案
第

三
十
七
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
以
上
四
件

K
つ
き
ま
し
て
は
全
員

一
致
原
築
ど
な
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
議
第
第
三
十
八
号
館
山
市
国
民
保
康
保
険

税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
反
対
意

見
も
あ
り
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
ま
も
っ
て
原
案
ど
が
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
が
審
査
の
結
果
で
あ
り
ま
す
が
.
続
き
ま
し
て
、
審
査
の
給
過
の
大

要

K
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ず
、
議
笑
第
一
一
一
十
四
号

K
つ
き
ま
し
て
は
、
幼
稚
一
協
の
保
育
料
の
徴
収

K
か
か
る
口
座
振
替
恥
制
度
の
笑
施
で
る
り
ま
す
が
、
そ
の
仕
組
み
の
説
明
を

求
め
、
次
い
で
紙
入
者
へ
の
倣
収
証
の
件
、
事
務
処
理
の
件
、
口
座
の
指
令

不
足
の
処
理
の
件
等
質
疑
し
、
き
ら

K
綜
義
者
と
の
合
意
の
有
無
等
紺
部
に

わ
た
り
慎
重

K
質
疑
い
た
し
ま
し
た
が
、
当
局
の
説
明

K
よ
り
了
承
い
た
し

た
次
第
で
あ
り
を
す
。

次

κ、
議
案
第
三
十
五
号

K
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
的
な
組
織
の
も
と

K

行
わ
れ

て
い
る
と
の
制
度
で
め
り
ま
す
の
で
、
そ
の
給
付
の
状
、
氏
、
ま
た
事

故
の
場
合
の
請
求
事
務
の
流
れ
及
び
給
付

K
Lか
け
る
点
数
制
の
チ
ェ
ッ
ク
等

に
つ
い

て
質
疑
い
た
し
委
し
た
が
、
と
れ
に
つ
き

L

ま
し
で
も
当
局
の
説
明
に

よ
り
了
承
い
た
し
き
し
た
。

次

K
、
議
案
第
一
一
一
十
六
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
設
管
年
館
の
追
加
議
案

で
あ
り
全
す
が
、
と
れ
に
関
連
い
た
し
ま
し
て
、
青
年
館
の
維
持
管
理
の
面

に
つ
い
て
質
撲
も
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
家
に
つ
い
て
も
了
承
い
た
し
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。
.

続
き
ま
し
て
、
議
集
第
三
十
七
号
に
つ
き
」
ま
し
て
は
、
特

K
保
健
婦
の
仕

事
、
役
割
等
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
予
防
医
療
の
重
要
性
と
そ

れ
ら
の

P

R
等
代
つ
い
て
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
国
保
制
度

K
つ
い

て
の
改
善
を
求
め
る
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
売
が
、
本
会
議
k
h
F
け
る
当
局
の

説
明
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
国
の
来
年
度
の
抜
本
的
改
正
に
勘
待
い
た
し

ま
し
て
、
全
員
了
承
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
立
す
。

一
次
の
議
案
第
三
十
八
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
険
税
の
お
算
K
つ
い
て
は

見
込
み
増
で
は
な
い
か
等
質
疑
が
念
さ
れ
・
ま
し
た
が
、
闘
の
算
定
方
式
の
採

用
、
医
療
資
の
伸
び
の
不
安
定
等
そ
の
実
態
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
き
た

保
険
税
の
上
限
や
超
過
負
担
の
問
題
、
給
付
の
増
額
等

K
つ
い
て
一
部
意
見

も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
m
k
か
き
ま
し
て
も
機
関
を
通
じ
国
へ
の
要
望
を
い

た
し
て
余
り
、
今
後
も
続
け
る
旨
の
説
明
が
J
G
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
審
査
の
概
要
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

な
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
の
結
論

K
還
し
ま
し
た
の
で
、
満
場
の
御
賛
同
を

hv
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
文
教
民
生
委
員
会
の
委
員
長
報
告
を
終
り
ま
す

0

0
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
以
上
で
、
安
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。
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委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑

。
議
長
(
士
口
問
v

勇
治
郎
君
)

た
だ
い
を
の
委
員
長
報
告

K
つ
い
て
御
質
疑
を



願
い
ま
す
。

O

一
八
番
(
渡
辺
箪
治
郎
君
)
た
だ
い
ま
の
報
告
の
中
で
満
場
一
致
で
了
承

し
た
と
い
う
ふ
う
に
あ
り
ま
す
が
、
私
は
文
教
民
生
委
員
会
の
中
で
反
対
討

論
を
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が
漏
れ
て
な
る
と
思
い
ま
す
が
。

(
「
そ
れ
は
重
大
だ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
士
口
田
勇
治
郎
君
)
一
八
番
、
委
員
長
報
告
を
総
合
し
て
判
断
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
進
み
ま
す
。
他

K
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

l
l
御
質
疑
な
し
と

認
め
ま
す
。

討

論

O
議
長
(
士
口
問
勇
治
郎
君
)
討
論

K
入
り
ま
す
。

通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
順
次
発
言
を
許
し
ま
す
。

一
八
番
渡
辺
軍
治
郎
君
登
壇
願
い
ま
す
。

(
一
八
番
議
員
渡
辺
軍
治
郎
君
登
壇
)

。
一
八
番
〈
渡
辺
軍
治
郎
君
)
私
は
、
議
案
第
三
十
八
号
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
反
対
の
討
論
を
行
い
ま

す。
提
案
説
明
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
国
保
会
計
は
五
月
三
十
一
日
出
納
閉

鎖
さ
れ
、
そ
の
和
泉
、
七
千
百
九
十
四
万
三
千
円
の
差
し
引
き
残
金
を
生
じ

五
十
一
一
一
年
度

K
繰
り
越
す
と
と
が
で
き
た
の
で
、
六
千
万
円
を
本
算
定
に
際

し
税
の
軽
減
に
充
当
し
た
と
い
う
と
と
で
、
課
税
の
配
分

K
基
づ
い
て
案
分

率
を
改
定
し
よ
う
と
す
う
も
の
で
す
が
、
議
案
第
二
条
で
は
課
税
限
度
額
を

十
七
万
円
か
ら
十
九
戸
円

K
改
め
て
い
ま
す
が
、
と
の
限
度
を
越
え
る
い
わ

ゆ
る
切
り
捨
て
分
は
一
億
五
千
八
百
万
円
あ
り
ま
す
。
と
の
税
収
が
あ
れ
ば

保
険
税
は
相
当
引
き
下
げ
る
と
と
が
で
き
ま
す
。
国
保
会
計
は
相
互
扶
助
の

た
て
ま
え
で
あ
り
、
所
得
の
多
い
者
が
多
〈
負
担
す
る
の
が
原
別
で
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
高
額
所
得
者
を
優
遇
し
た
課
税
限
度
績
は
廃
止
す
る
よ

う
夢
求
し
ま
す
。

第
五
条
の
均
等
割
で
、
前
年
対
比
で
九
百
六
十
円
、
平
等
制
聞
は
二
千
四
百

円
の
増
と
な
り
、
一
世
帯
平
均
で
約
一
万
円
の
増

K
左
り
ま
す
。
保
険
税
が

家
計
の
大
き
念
負
担
に
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
保
険
税
の
軽
減
は
市
民
の

強
い
要
望

K
念
っ
て
い
を
す
。

と
と
ろ
が
、
国
保
会
計
で
は
、
医
療
と
関
係
の
な
い
事
務
費
の
超
過
負
担

が
二
千
六
百
万
円
、
助
産
費
千
二
百
万
円
、
葬
祭
費
六
百
万
円
、
育
児
手
当

百
八
十
万
円
を
ど
合
計
四
千
五
百
八
十
万
円
の
支
出
が
見
込
ま
れ
、
と
れ
が

保
険
税
で
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
れ
ら
の
経
路
却
は
当
然
保
健
婦
施
設

と
同
じ
よ
う
に
他
会
計
に
移
管
す
る
よ
う
主
強
し
、
保
険
税
軽
汲
の
立
場
か

ら
、
議
案
第
三
十
八
号
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
次
、
三
番
議
員
宍
戸
寿
夫
君
登
境
願
い
空
す
。

(
三
番
議
員
会
ハ
戸
寿
夫
君
登
壇
)

。
三
番
(
宍
戸
寿
夫
索
)
山
市
は
、
議
実
第
三
十
八
号

K
賛
成
の
立
場
か
ら
討

論
を
い
た
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
が
互
い
に
助
け
合
う
相
互
扶
助
の
精
神
に
蓑
，
つ
い
た
制

度
で
あ
る
と
と
は
論
を
幼
い
た
を
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
制

度
の
性
柊
上
、
近
年
増
高
の
一
途
を
た
ど
る
医
療
費
、
そ
れ

K
伴
う
高
額
医

療
給
付
等
、
保
険
税
の
算
出
v
h
当
た
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
問
昏
点
の
あ
る
と
と

も
庶
知
の
と
な
り
で
あ
:
り
ま
す
。
し
か
し
念
が
ら
、
各
市
町
村
に
が
い
て
は

問
、
旧
派
の
指
導
K
よ
る
算
出
方
法
を
用
い
、
ま
た
各
給
付
の
拡
大
等
も
決
定

さ
れ
る
の
で
、
他
の
保
険
制
度
と
比
較
し
て
も
や
む
を
得
ま
い
も
の
と
考
え
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ま
す
。
今
回
の
改
正
も
相
互
扶
助
、
応
能
負
担
と
い
う
見
地
か
ら
し
で
も
妥

当
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

な
な
、
保
険
制
度
の
抜
本
的
改
正
を
当
局
と
し
て
は
待
ち
望
ん
で
が
る
と

の
な
話
も
あ
り
ま
す
が
、
超
過
負
担
、
給
付
割
合
の
増
額
等
一
日
も
早
く
改

正
に
と
ぎ
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
一
層
園
、
県
へ
の
要
望
を
強
〈
抹
し
進

め
て
い
た
だ
く
と
と
を
要
望
し
て
本
議
案

K
賛
成
す
る
も
の
で
す
。
(
拍
手
)

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
以
上
で
、
通
告
者
に
よ
る
討
論
を
終
り
ま
す
。

通
告
し
な
い
議
員
で
討
論
ど
ざ
い
を
せ
ん
か

o
i
l
-討
論
念
し
と
認
め
ま

す
。
討
論
を
終
り
ま
す
。

採

決

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
採
決
に
入
り
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
三
十
四
号
な
い
し
議
案
第
三
十
七
号
の
各
一
一
議
案
を
一
括
し

て
採
決
い
え
し
ま
す
。

議
案
第
三
十
四
号
、な
い
し
議
案
第
三
十
七
号

K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告

は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。

各
議
案
を
委
員
長
の
訟
告
ど
な
り
可
決
す
る
と
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん

4
u

。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
を
す
。
よ
っ
て
、
議
案
第

三
十
四
号
念
い
し
議
案
第
三
十
七
号
の
各
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
な
り
可

決
さ
れ
骨
仇
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
三
十
八
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
を
起
立

K
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
三
十
八
号

K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す

議
案
第
三
十
八
号
を
委
員
長
の
報
告
ど
な
り
可
決
す
る
と
と
に
賛
成
の
諸

君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
起
立
多
数
で
あ
り
交
す
。
よ
っ
て
、
議
案
第
三

十
八
口
ち
は
原
案
ど
h
s

り
可
決
さ
れ
・
ま
し
た
。

議

案

上

の

程

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
三
、
議
案
第
三
十
九
号
公
有
水
面
埋
立

免
許

K
関
ナ
る
答
申

K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
三
十
九
号
公
有
水
面
埋
立
免
許

K
関
ナ
る
答
申

K
つ
い
て

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
報
告

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
左
り
ま
し
た
議
案
第
三
十
九

口
方
は
、
去
る
六
月
二
十
二
日
の
本
会
議

k
b
い
て
建
設
経
済
委
員
会

K
付
託

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
と
れ
よ
り
議
案
第
三
十
九
号

K
対
す
る
建
設
経
済
委
員
会
k
h
u

け
る
審
一
蒼
の
経
過
並
び

K
結
果

K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
流
山
源
次
郎
君
御
登
壇
願
い
ま
す
。

(
建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
流
山
源
次
郎
君
登
壇
)
(
拍
手
)

。
時
間
設
経
済
安
員
会
委
員
長
(
流
山
源
次
郎
君
)
六
月
二
十
二
日
の
定
例
議

会
で
、
本
建
設
経
済
一委
員
会

K
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
笑
第
三
十
九
号
公
有
水

面
接
立
免
許

K
関
す
る
答
申

K
つ
い
て
を
、
去
る
六
月
二
十
四
日
午
前
十
時

よ
り
市
役
所
内
第
二
会
議
室
に
委
員
会
を
招
集
し
、
全
委
員
出
席
の
も
と
に

慎
重
審
査
の
結
果
、
議
案
第
三
十
九
号
に
つ
い
て
は
全
国
貝
原
案
の
と
が
り
可

決
す
べ
告
-
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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念
会
、
審
査
の
過
程
に
が
い
て
各
委
員
よ
り
活
発
友
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

特

K
し
ゅ
ん
せ
つ
菌
積
と
土
量
の
計
算
に
つ
い
て
の
質
問
及
び
添
付
図
の
潮

位
表
の
見
方

K
関
ナ
る
質
疑
に
対
し
、
調
査
不
十
分
の
た
め
休
憩

K
入
っ
て

協
議
を
重
ね
、
答
弁
も
し
ば
し
ば
訂
正
す
る
件

K
つ
い
て
、
今
後
十
分
調
査

を
し
て
再
度
か
か
る
と
と
の
念
き
ょ
う
要
望
を
し
ま
し
た
。

工
事
費
の
う
ち
一

C
M
W
(
一
割
)
地
元
負
担
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
た
結

果
、
そ
の
内
訳
は
九
五

dw
が
起
債
で
あ
り
、
融
問
り
五
婦
が
品
川
元
漁
協
よ
り
の

寄
付

K
よ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
了
解
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
漁
港
の
水
揚
げ
高
は
、
本
件
が
審
決
さ
れ
漁
港
が
改
善
さ
れ
た

場
合
ふ
え
る
か
と
の
質
問
に
対
し
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
水
揚
げ
世
間
は
十
二
億
二
千
九
百
七
十
万
九
千
円
だ
っ
た
が
、
さ
ら
-K
増
加

が
期
待
さ
れ
る
と
の
と
と
な
の
で
、
結
論
と
し
て
全
会
一
致
で
本
家
を
承
認

す
る
と
と
に
決
定
い
え
し
ま
し
た
。

以
上
を
も
フ
て
、
本
委
員
会
の
審
査
経
過
及
び
結
楽
に
つ
い
て
委
員
長
報

告
と
い
た
し
ま
す
が
、
治
相
場
の
御
焚
同
を
な
願
い
い
た
し
古
仇
し
て
報
告
を
終

り
ま
す
。

O
議
長
(
古
口
田
勇
治
郎
君
)
以
上
で
、
委
員
長
の
戦
告
を
終
り
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
に
つ
い
て
御
質
撲
を
願
い
ま
す
。

御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
i
i
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

討
論

K
入
り
ま
す
。

討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
ll
討
論
念
し
と
認
め
ま
す

U

採

決:

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

ζ

れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
三
十
九
号
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
さ
す
。

議
集
第
一
一
一
十
九
号
を
委
員
長
の
報
告
ど
な
り
可
決
す
る
に
御
異
議
ど
ざ
い

ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
士
口
回
勇
治
箆
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。

三
十
九
号
は
原
案
ど
・
絞
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
議
案
第

請

願

上

程

愛
国

の

O
議
長
会
口
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
四
、
詩
願
第
一
号
日
中
平
和
友
好
条
約

締
結
促
進
に
関
す
る
請
願
書
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

請
願
第
一
号
日
中
平
和
友
招
条
約
締
結
促
進

K
関
ナ
る
請
願
書

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
た
だ
い
ま
議
題
と
を
り
ま
し
た
請
願
書
は
去
る

一
一
一
月
二
十
七
日
の
本
会
誌
に
公
い
て
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
い
う
と
と
で
総

務
委
員
会

K
付
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
勺

F

て
、
と
れ
よ
り
木
誇
慰
に
対
す
る
総
務
委
員
会
に
か
け
る
審
査
の
佐

過
に
つ
き
委
員
長
の
報
告
JTF
求
め
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
栗
原
一
雄
君
僻
登
壇
傾
い
ま
す
。

(
総
務
委
員
会
委
員
長
市
内
政
一
雄
君
登
壇
)
〈
拍
手
)

O
総
務
委
員
会
委
員
長
(
奥
原
一
雄
君
)
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
本
委

員
会
に
付
託
さ
れ
て
必
り
ま
す
詩
原
俊
一
一
口
巧
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
促
進

K

関
す
る
詰
廠
舎
に
つ
い
て
、
二
十
三
日
委
員
会
を
招
集
し
審
査
を
行
い
・
ま
し

た
。
以
下
、
号
否
一
の
経
迭
に
つ
い
て
例
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
詩
一
願
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
政

k
b
け
る
震
-要
左
政
治
課
題
と
し
て

論
説
さ
れ
て
か
る
問
題
で
あ
り
、
ま
た
外
交

K
関
す
る
問
題
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
念
が
慎
重

K
審
査
を
要
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
客
査
終
了

、-

nu 



ま
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
・
と
す
る
ζ

と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
御
了

承
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
が
願
い
い
え
し
ま
す
。

O
議
長
(
士
口
田
勇
治
郎
君
)
以
上
で
、
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

継

続

審

査

に

つ

い

て

O
議
長
(
士
同
国
勇
治
郎
君
)
卦
諮
り
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
の
と
な
り
、
本
詩
願
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
ら

に
慎
重
審
査
の
必
要
上
、
審
査
終
了
す
る
ま
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
い
た

し
ま
ナ
と
と
に
御
呉
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
飾
英
語
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
決
し
ま

し
た
。

議

案

上

の

口三
z
b
1
 

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
日
程
第
五
、
議
案
第
四
十
号
人
権
擁
護
委
員
候

補
者
の
推
薦

K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
の
朗
読
を
願
い
ま
す
。

(
書
記
朗
読
)

議
案
第
四
十
号
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

議

案

の

内

容

説

明

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
市
長
半
海
良
一
一
定
登
壇
)

O
市
長
(
半
海
良
一
君
)
人
権
擁
護
委
員
法
第
六
条
第
一
一
一
項
の
規
定
に
よ
り

欠
員
と
左
り
ま
し
た
委
員
候
補
者
と
し
て
小
幡
道
太
郎
さ
ん
、
鈴
木
-
重
さ

ん
を
最
も
適
任
と
信
じ
ま
し
て
推
薦
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
わ
け
で
ど
ざ

い
ま
ナ
。
二
人
と
も
再
任
で
ど
ざ
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ
ど
含
か
勝
、
い
い
た
し
ま
す
。

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
以
上
で
、
説
明
は
'
終
り
ま
し
た
。

御
質
疑
を
願
い
、
ま
す
。

御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

l
!
栴
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

委

員

会

付

託

の

省

略

O
議
長
会
口
田
勇
治
郎
君
)

h

v

諮
り
い
た
し
ま
す
。

本出先

K
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び

K
討
論
を
省
略
直
ち

K
採
決
す
る

ζ

と
に
御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(「異色一誠
一念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

。
議
長
(
士
ロ
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

-11ー
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O
議
長
(
士
口
田
勇
治
郎
君
パ)
と
れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
突
を
原
案
ど
が
り
・
可
決
す
る

K
御
邸
内
一
致
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
を
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は

原
案
ど
な
り
可
決
さ
れ
さ
し
た
。

議

索

上

口王
4'nt 

の

O
議
長
会
口
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
六
、
議
案
第
四
十
一
号
昭
和
五
十
三
年

度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
の
朗
読
を
願
い
ま
す
。

九



(
番
記
朗
読
)

議
案
第
四
十
一
号

昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第

一r方
)

議

案

の

内

容

詞

明

O
議
長
生
吉
田
勇
治
郎
君
〕
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す

3

(
市
長
半
淳
良
一
君
登
壇
)

。
市
長
(
半
淳
良
一
君
)
議
案
第
四
十
一
号
昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算
第
一
号
を
追
加
議
案
と
し
て
が
願
い
す
る
と
と
と

念
り
ま
し
た
が
、
と
れ
は
千
葉
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
急
漆
執
行
さ
れ
る

と
と

K
念
り
ま
し
た
の
で
、
と
れ
が
執
行
経
費

K
か
か
わ
る
予
算
を
追
加
す

る
た
め
補
正
予
算
を
な
騒
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

K
五
百
六
十
万
八
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
六
十
一
億
四
千
三
百
四
十
五
万
八
千
円
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

歳
入

K
つ
い
て
は
全
額
県
安
託
金
で
あ
り
、
歳
出
に
つ
い
て
は
各
節

K
関

係
経
長
令
-
計
上
し
て
処
置
し
ま
し
た
。
と
の
内
容
は
、
大
き
念
も
の
は
投
賀
町

弓
が
日
曜
日
が
予
定
さ
れ
て
な
り
ま
す
の
で
、
職
員
手
当
が
が
も
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
は
各
節
に
必
袈
続
安
を
計
上
い
た
し
さ
し
た
。

詳
細

K
つ
き
ま
し
て
は
御
質
疑

K
よ
り
な
答
え
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で

よ
ろ
し
〈
御
審
議
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
シ
駁
い
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
説
明
は
終
り
ま
し
た
。

疑

質

応

答

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

御
質
疑
願
い
ま
す
。

。
一
三
番
(
林
豊
君
)
御
質
問
を
申
し
上
げ
ま
す
。

と
の
歳
出
の
方
の
十
三
節
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
と
に
委
託
料
臨
時
啓
発

委
託
料
と
し
て
五
万
円
を
計
上
さ
れ
て
会
り
さ
す
。
私
は
諸
般
の
事
情
を
か

ん
が
み
て
、
と
の
五
万
円
と
い
う
も
の
が
と
れ
で
果
し
て
選
挙
を
啓
蒙
す
る

K
十
分
で
あ
る
か
ど
う
か
。
例
市
等
の
例
を
挙
げ
も
仏
が
ら
御
説
明
を
願
い
た

い
と
存
じ
ま
す
。

O
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
長
(
渡
辺
弘
君
)
シ
答
え
い
た
し
ま
す
。

十
三
節
委
託
料

K
つ
き
ま
し
て
は
、
と
れ
ば
と
の
県
議
の
繍
欠
選
挙

K
か

か
わ
る
臨
時
委
託
料
で
ど
ざ
い
き
し
て
、
と
の
ほ
か
に
常
時
委
託
料
が
予
算

化
さ
れ
て

b
り
ま
す
。
ま
余
、
と
の
委
託
料

K
つ
き
ま
し
て
は
、
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
臨
時
啓
発
と
い
た
し
・
ま
し
て
、
楽
棒
防
止
さ
ら
に
明
ゐ
〈
正

し
い
選
挙
と
れ
を
推
進
、
勝
蒙
す
る
た
め
に
計
上
し
た
わ
り
で
ど
ざ
い
ま
す

が
、
御
質
問
の
各
市
の
状
況
に
つ
き
さ
し
て
批
判
明
在
泊
料
を
持
ち
合
わ
し
て

か
り
ま
せ
ん
。

。

一

三

番

(

林

聖

君

)

非

常

K
大
切
念
と
と
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
公

明
選
挙
の
廃
蒙
で
ど
ざ
い
安
す
の
で
、
も
う
少
し
金
額
を
上
げ
て
徹
底
し
た

感
蒙
逝
動
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う

K
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

市
長
さ
ん
の
御
意
見
い
か
が
で
す
。

。
市
長
(
半
津
良
一
君
)
御
総
日
}
戸
大
変
ど
も
っ
と
も
で
ど
ざ
い
円
ま
し
て
、
明

る
い
正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
と
を
大
い

K
期
待
い
た
す
も
の
で
ど
ざ
い

受
す
が
、
今
回
の
と
の
五
万
円
は
、
と
の
臨
時
の
椋
欠
送
、
年

K
対
す
る
委
託

令
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
ほ
か

K
予
算
で
羽
伏
在
す
で

K
い
ろ
い
ろ
の
項
目

県
知
事
選
と
か
、
来
年
四
月
に
行
わ
れ
る
県
議
会
選
挙
等
の
予
算
が
組
ん
で

あ
る
わ
り
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
れ
は
や
は
り
一
時
的
左
も
の
で
左
〈
て
、
継

紛
的

K
年
間
を
通
し
て
選
挙

K
除
し
て
行
う
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う

K
考
え
て

、-
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な
り
ま
す
。
今
回
の
滋
挙

K
関
し
ま
し
て
は
、
と
の
程
度
の
委
託
料
で
選
挙

の
啓
蒙
を
行
い
た
い
と
考
え
て
が
り
ま
す
。

O

一

三

番

(

林

査

定

)

市

長

の

h
F

考
え
ど
も
っ
と
も
で
ど
ざ
い
J
R
し
ょ

う
け
れ
ど
も
、
非
常
に
現
在
選
挙
と
い
う
も
の

K
対
す
る
市
民
の
認
識
と
い

う
も
の
が
、
ち
る
い
は
同
違
っ
て
い
る
ん
で
は
念
い
か
と
い
う
ふ
う
念
考
え

方
も
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
と
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
法
挙
が
行
わ
れ
る

わ
け
で
ど
ぎ
い
ま
す
が
、
ひ
と
つ
と
の
明
る
い
公
明
選
挙
と
い
う
も
の
の
推

進

K
つ
い
て
は
特

K
意
を
用
い
て
、
市
独
自
の
考
え
方
で
も
明
る
い
選
挙
の

行
わ
れ
る
よ
う
念
施
策
も
講
じ
な
が
ら
、
予
算
等
も
考
え
て
い
た
だ
く
と
と

を
要
望
い
た
し
・
ま
し
て
、
質
問
を
終
り
ま
す
。

o
一
五
番
(
一
江
田
実
意
)
二
点
、
内
容
に
つ
い
て
御
質
問
い
た
し
み
す
。

一
つ
は
、
歳
出
の
部
の
中
の
報
償
資
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ζ

と
に

格
発
宣
伝
謝
礼
一
万
円
と
い
う
額
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
の
性
質
は

ど
う
い
う
性
質
の
も
の
な
の
か
。

そ
れ
か
ら
、
投
票
所
の
締
役
謝
礼
一
万
五
千
円
ー
と
い
う
こ
と
で
ど
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
投
票
所
は
何
カ
所
県
会
の
相
場
合
代
予
定
す
る
の
か
。
そ
の
雑

役
謝
礼
と
い
う
叡
が
ど
の
ぐ
ら
い
の
単
他
で
そ
れ
が
出
さ
れ
て
か
る
の
か
。

額
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
会
ナ
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
全
く
と
れ

だ
け
左
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て

b
伺
い
い
た
し
?
・
す
。

ぞ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
十
五
節
工
事
詰
負
費
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
握
及
び
撤
去
工
事
請
負
品
質
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

県
会
議
員
の
場
合

K
い
ま
ま
で
私
の
感
じ
と
い
う
ん
で
す
か
、
記
憶
で
申
し

わ
け
左
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
場
所
は
設
置
し
て
、な
か
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
間
町
会
議
員
は
市
町
村
会
議
員
と
同
じ
、
法
挙
法
が
適

用

K
念
っ
て
、
ポ
ス
タ
ー
の
枚
数
制
除
が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
れ
と
、
二
、
三
日
前

K
県
の
関
係
者
か
ら
候
補
者
は
ど
の
〈
ら
い

K
な

る
の
か
、
そ
れ
に
よ
ヲ
て
は
ポ
ス
タ
ー
の
数
が
あ
れ
だ
か
ら
と
い
う
と
と
で

も
っ
て
、
社
会
党
か
ら
出
る
か
出
念
い
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
ポ
ス
タ
ー
の

入
れ
る
数
を
ふ
や
さ
な
け
れ
ば
い
け
念
い
と
い
う
、
と
う
い
う
話
交
聞
い
た

も
の
で
す
か
ら
、
選
挙
の
ポ
ス
タ
ー
と
い
う

λ
で
す
か
、
候
補
者
の
。
ポ
ス
タ

ー
を
綴
る
掲
示
板
か
な
ん
か
と
思
っ
て
、
そ
れ
の
設
置
一
広
々
と
い
う
と
と
に

念
り
ま
す
と
、
何
カ
所
ぐ
ら
い
の
設
置
場
所
に
念
る
の
か
。
そ
れ
と
も
啓
発

の
た
め
の
も
の
か
、
啓
発
の
ポ
ス
タ
ー
を
の
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
を
聞
き
た

い
と
い
う
と
と
と
、
さ
ら

K
啓
発
の
ポ
ス
タ
ー
で
あ
れ
ば
市
の
掲
示
板
が
か

左
り
あ
る
は
ず
で
す
か
ら
、
そ
と
で
ず
っ
と
間

K
合
っ
て
撤
去
一
玄
々
と
い
う

こ
と
が
念
さ
れ
を
い
よ
う
た
気
も
す
る
ん
で
す
が
、
公
営
の
ポ
ス
タ
ー
で
し

た
ら
、
ど
の
戸
、
、
ら
い
の
も
の
を
ど
う
す
る
の
か
。
そ
う
し
て
さ
ら

K
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
板

K
強
れ
ま
い
ポ
ス
タ
ー
の
関
係
、は
ど
う
も
弘
る
の
か
。
ぞ
と
ら
へ

ん
に
つ
い
て
の
予
算
等
内
容
に
つ
い
て
浩
千
な
伺
い
し
た
い
。
ど
の
よ
う
忙

没
っ
て
診
る
の
か
公
伺
い
し
た
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

つ
選
挙
結
取
委
員
会
事
務
局
書
記
長
(
渡
辺
弘
君
)

h

v

答
え
い
た
し
ま
す
ο

第
一
一
点
の
報
償
広
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
の
う
ち
務
発
宣
伝
競
礼

K
つ
き

ま
し
て
は
、
地
元
新
聞
社
二
社
に
対
し
交
し
て
棄
権
防
止
、
選
挙
期
日
の
周

知
徹
底
、
不
在
設
熟
の
徹
底
等
を
図
る
た
め
に
が
時
間
い
す
る
謝
礼
で
ど
ざ
い

ま
す
。
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投
票
，
附
の
雑
役
務
礼

K
つ
を
ま
し
て
は
、
投
票
所
は
二
十
カ
一
欣
ど
ざ
い
ま

す
。
ぞ
の
う
ち
十
五
カ
所
に
つ
き
ま
し
て
が
茶
を
わ
か
し
て
い
た
だ
く
と
か

い
う
よ
う
念
と
と
か
ら
の
謝
礼
で
、

一
カ
所
当
た
り
千
円
を
予
定
し
て
念
h
y

4
4
す。第

二
点
目
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
掲
示

K
つ
き
ま
し
て

• 



， 

は
義
務
制
と
任
意
制
が
ど
ざ
い
ま
す
。
県
会
議
員
の
場
合
に
は
千
葉
県
議
会

議
員
選
挙
に
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
に
関
す
る
条
例
、
と
れ
は
千

葉
県
の
条
例
で
ど
ぎ
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
ま
し
て
設
置
す
る
と
と
が
で

き
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
今
度
の
選
挙
に
つ
き
ま
し
て
は
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
場
を
設
置
す
る
と
と
と
い
た
し
て
が
り
ま
す
。
そ
の
ポ
ス
タ
ー
の
設
置

個
所
は
百
五
十
カ
所
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の
百
五
十
カ
所
に
つ
き
ま
し
て
は

先
ほ
ど
か
誌
の
あ
り
、
喧
仇
し
た
啓
蒙
用
の
ポ
ス
タ
ー
で
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
で
、

候
補
者
用
の
ポ
ス
タ
ー
で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ど
ざ
い
空
す
0

0
議
長
(
士
ロ
田
勇
治
郎
君
)
他

K
御
質
勝
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
!御
質
疑

念
し
と
認
め
ま
す
。

委

員

会

付

託

の

省

略

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

h

v

諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び

K
討
論
を
省
略
、
採
決
す
る
と
と

K
御
異
議
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

O
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。

採

安

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

ζ

れ
よ
り
採
決
い
た
し
室
ナ
。

本
案
を
原
案
ど
な
り
可
決
す
る

K
御
異
議
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
吉
田
勇
紘
一阿
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

原
案
ど
h
v

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

閉

本
案
は

会

午
前
十
時
五
十
三
分
閉
会

。
議
長
(
古
口
一
同
勇
治
郎
君
)
本
定
例
会
代
付
議
さ
れ
ま
仁
た
察
件
は
す
べ
て

議
了
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
と
れ
に
て
第
二
田
市
議
会
定
例
会
を
閉
会
い

た
し
ま
す
。

-
本
日
の
会
議

K
付
し
た
事
件

議
案
第
三
十
一
号
乃
至
議
案
第
三
十
九
号

請
願
第
一
号

議
案
第
四
十
号
、
議
笑
第
四
十
一
号

地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定

K
よ
り
署
名
す
る
。

館
山
市
議
会
議
長

τt 
口

治

回

民E

勇

舘
山
市
諺
会
議
員

鈴

木

稔

館
山
市
議
会
議
員

菊

井

敏

十専
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